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１．背景 

フェアトレード普及の課題は，フェ

アトレードが現行の貿易の代替シス

テムであり開発途上国の貧困解決に

つながるという価値を持っているこ

とが，先進国の一般消費者にとって実

感しにくいという点である．この課題

を解決するための既往研究では，普及

活動における事実関係を追うことに

よってその成功要因を抽出するもの

は多く見られるが，市民の意識変化プ

ロセスは必ずしも明らかにされてい

ない[1]． 

２．目的 

 本研究では，名古屋におけるフェア

トレード活動者の活動変遷と，それに

よる市民の意識変容を追う．それによ

り，フェアトレード活動者がどのよう

な意図でフェアトレードを地域に広

めて市民はフェアトレードの「何」に

共感したのかを分析し，日本における

持続可能なフェアトレード普及に資

するアプローチを得ることを目的と

する． 

フェアトレードの研究では，市場を

検証するアプローチがとられること

が多いが，ここでの「普及」とは，単

にフェアトレード商品が市場でシェ

アを獲得することではなく，より多く

の市民がフェアトレードに共感・賛同

することである． 

３．分析手法 

 分析対象事例として 2015年 9月 19

日に「フェアトレードタウン」認定都

市となった名古屋市を用い，名古屋で

長年にわたってフェアトレード活動

を継続している人々が，ワークショッ

プやフェアトレード・ショップ経営を

通して市民とどのような対話をし，そ

の市民がどのように意識変化をした
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のかというプロセスを明らかにする．  

市民の意識変化の過程を分析する

にあたり，価値共創プロセスに着目し，

精緻化見込みモデルと合わせて普及

アプローチの解釈に用いた．まず価値

共創理論の観点より，市民との対話に

よって生み出されたフェアトレード

の新たな価値を分析し，次にそれがど

のように本質的な価値と結びついて

持続可能な普及を可能にするのかに

ついて，精緻化見込みモデルの原理を

用いて分析した． 

４．結果と考察 

名古屋におけるフェアトレードの

普及プロセスでは，市民がいきなり本

質的な価値に共感して行動変化を遂

げるのではなく，価値共創がおこなわ

れていることがインタビュー調査と

その分析によって明らかとなった．ト

ップダウン型とボトムアップ型とい

う，対照的な異なる対話プロセスを経

た市民は，どちらも自分の住むコミュ

ニティ或いは自分自身に足りないも

のが，生産者のコミュニティにはいま

だに残っていることを知る．例えば相

互扶助の精神など，人として本来持つ

べき精神が自分たちの生活では失わ

れていることに気づく．このような，

普段気づくことのできない事実に気

づいた時，人々は独特の喜びを味わい，

気づかせてくれたフェアトレードの

価値を高く置く．そして，本質的な価

値の普及を目的としたフェアトレー

ド活動を自発的におこなうようにな

る． 

この普及プロセスは，他の地域での

フェアトレード普及にも用いること

ができるだけでなく，潜在的な価値を

含んでいる可能性のある新規の倫理

的概念の普及の一助となることが示

唆される． 

 一方，「フェアトレードタウン運動」

の変遷からは，既往研究で欧米の成功

要因として挙げられている要素の多

くが，名古屋のタウン運動でも揃って

いることが明らかとなった．それと同

時に，「エシカル」という，フェアト

レードよりも包括的でファッショナ

ブルな概念が，フェアトレードタウン

運動を後押ししてフェアトレードタ

ウン認定に至ったことも明らかとな

った． 

５．結論 

 それまでフェアトレードを知らな

かった市民や関心を持っていなかっ

た市民を巻き込み，市民全体の意識の

底上げをおこなうには，タウン運動の

過程と成功が必要である．しかし，フ

ェアトレードタウンに認定されるこ

とがゴールなのではなく，持続可能な

フェアトレードの普及を目指すこと

が本来の狙いであることを考えると，

本論文で明らかとなったような活動

者と市民との価値共創による普及プ

ロセスは，今後の持続可能なフェアト

レードの運動とその普及に一定の示

唆を与えるものであると考えられる． 
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